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仮
面
史
の
体
系
的
な
整
理
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
さ
ら
に
舞
楽
面
研
究
を
推
し

舞
楽
は
日
本
雅
楽
の
派
奏
形
態
の
つ
で
、
古
く
は
奈
良
時
代
よ
り
宮
廷
行

事
や
寺
社
を
は
じ
め
と
す
る
法
会
・
祭
礼
に
て
奏
さ
れ
て
き
た
、
わ
が
国
で
最

も
長
い
伝
統
を
も
つ
芸
能
で
あ
る
。
こ
の
舞
楽
に
お
い
て
特
定
の
曲
に
使
用
さ

れ
る
仮
面
が
舞
楽
面
で
あ
る
。
舞
楽
面
の
古
例
と
し
て
は
奈
良
時
代
に
遡
る
陵

（
大
阪
・
藤
田
美
術
館
蔵
）
（
図
1

)

を
は
じ
め
各
時
代
の
遺
品
が
数
多

く
伝
存
し
て
お
り
、
中
世
に
は
衰
退
を
み
た
伎
楽
面
や
、
室
町
時
代
に
成
立
し

た
能
面
と
は
異
な
り
、
古
代
か
ら
近
世
を
通
じ
て
そ
の
変
遷
を
た
ど
る
こ
と
が

で
き
る
。

わ
が
国
に
お
け
る
舞
楽
面
研
究
の
喘
矢
は
、
野
間
清
六
氏
に
よ
る
一
連
の
研

究
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
舞
楽
面
の
古
例
と
し
て
、
東
大
寺
・
手
向
山
八
幡
宮
・

・
厳
島
神
社
な
ど
に
伝
来
す
る
舞
楽
面
の
名
品
が
は
じ
め

て
包
括
的
に
紹
介
さ
れ
、
仮
面
史
に
お
け
る
分
類
が
提
示
さ
れ
る
な
ど
、
日
本

に
ー
近
世
舞
楽
面
研
究
序
説

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
仮
面
史

奈
良
。

芸

能

史

陵

王

採

桑

老

れ
、
仮
面
史
上
に
お
け
る
位
置
づ

し
か
し
な
が
ら
、
特
に
中
世
以
前

つ
の
区
切
り
が
つ
い
た
感
が
あ
り
、
村
山
閑
氏
に
よ

(

4

)

 

基
づ
い
た
論
考
が
発
表
さ
れ
て
以
降
は
、
い
く
つ
か

氏
や
る。

二
郎
助
氏
に
よ
る

ひ
と

の つ

る
展
覧
会
に
よ
り
古
代
か
ら
近
世
に
い
た
る
舞
楽
面
の

お
お
よ
そ
把
握
さ
れ
、

っ
て
い

（
一
九
九
一
・

九
九

た
。
昭
和
―
―

の
仮
面
」
を
は
じ
め
、
昭
和
五
十
五
年
(
-
九
八
0

)

面
の
美
ー
信
仰
と
芸
能
—
」
は
、
伎
楽
面
な
ど

・
一
九
九
八
年
）

に
よ
る
関
東
所
在

列
さ
れ
る
空
前

つ

こ

五）

進
め
た
の
が
、
戦
後
各
所
で
開
催
さ
れ
た
、

還
城
楽

日
大
社
伝
来
「
天
下
一
越
前
」
作
舞
楽
面
に
つ
い
て

ー
近
世
舞
楽
面
研
究
の
基
礎
資
料
と
し
て
1
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付
け
が
不
可
欠
と
な
る
。

楽
面
に
関
す
る
積
極
的
な
研
究
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
舞
楽
面
研
究

と
し
て
大
き
な
進
展
が
な
い
現
状
が
あ
る
。
特
に
近
世
以
降
の
舞
楽
面
に
お
い

て
は
、
そ
の
造
形
の
著
し
い
形
式
化
な
ど
が
美
術
史
研
究
の
対
象
か
ら
除
外
さ

れ
る
要
因
と
な
り
、
現
存
作
例
の
把
握
の
段
階
で
研
究
が
停
滞
し
て
い
る
の
が

実
態
で
あ
る
。

一
方
で
、
近
世
の
芸
能
史
・
舞
楽
史
に
目
を
向
け
る
と
、
京
都
・
南
都
・
天

王
寺
の
三
方
楽
所
を
は
じ
め
と
す
る
演
奏
集
団
組
織
が
整
備
さ
れ
、
こ
う
し
た

楽
所
を
中
心
に
宮
中
や
寺
社
法
要
に
お
い
て
舞
楽
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、

舞
楽
が
最
も
隆
盛
し
た
時
代
を
迎
え
て
い
る
こ
と
が
、
西
山
松
之
助
氏
ら
を
は

じ
め
と
す
る
文
献
史
料
の
分
析
を
通
し
た
一
連
の
芸
能
史
研
究
に
お
い
て
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
舞
楽
が
隆
盛
し
た
近
世
に
お
け
る
舞
楽
面
の
研
究

当
研
究
は
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、
こ
れ
ら
近
世
舞
楽
史
研
究
に
対

応
す
る
舞
楽
面
、
な
か
で
も
そ
の
中
枢
と
な
る
三
方
楽
所
に
お
い
て
受
容
さ
れ

て
き
た
作
例
を
中
心
に
整
理
し
、
そ
の
製
作
背
景
や
形
式
の
系
譜
な
ど
、
舞
楽

面
継
承
の
あ
り
方
を
考
究
し
、
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
特

に
個
別
の
造
形
分
析
と
並
行
し
て
、
舞
楽
面
を
、
製
作
さ
れ
た
場
所
や
時
期
に

よ
っ
て
ま
と
ま
っ
た
「
資
料
群
」
と
し
て
と
ら
え
、
単
独
の
作
品
で
は
評
価
が

難
し
い
近
世
舞
楽
面
に
つ
い
て
、
そ
の
資
料
群
が
成
立
し
た
背
景
や
継
承
さ
れ

る
「
型
」
の
実
態
を
、
舞
楽
史
関
連
資
料
や
舞
楽
図
等
の
絵
画
資
料
と
と
も
に

考
察
し
、
そ
の
資
料
的
価
値
を
再
考
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
近
世
に
製
作
さ

れ
た
舞
楽
面
、
中
で
も
基
準
作
例
の
基
礎
情
報
の
蓄
積
と
仮
面
史
上
で
の
位
置

が
、
ほ
ぽ
未
着
手
の
状
態
で
あ
る
と
い
う
点
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

一
、
春
日
大
社
伝
来
「
天
下
＿
越
前
」
烙
印
舞
楽
面
の
概
要

基
準
作
例
と
し
て
紹
介
す
る
。
そ
の
概
要
を
記
す
と
と
も
に
、
作
者
と
製
作
の

近
世
舞
楽
面
の
基
準
作
例
と
し
て
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
栃
木
・
輪
王

家
康
第
二
十
一
回
忌
に
際
し
て
調
進
さ
れ
た
舞
楽
所
用
具
に
含
ま
れ
る
舞
楽
面

の
銘
が
あ
り
、

二
十
九
面
で
、
こ
の
う
ち
陵
王
・
還
城
楽
・
抜
頭
・
貴
徳
に
は
「
大
猷
院
殿
」

一
代
将
軍
徳
川
家
光
寄
進
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
日

光
は
寛
永
十
四
年
（
一

一
七
）
に
日
光
楽
人
が
設
け
ら
れ
、
幕
府
に
よ
る
雅

楽
の
奏
楽
体
制
が
整
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
輪
王
寺
舞
楽
面
群
は
幕
府
主

導
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
舞
楽
面
群
と
し
て
極
め
て
重
要
で
、
こ
れ
ま
で
日
光

東
照
宮
や
輪
王
寺
に
関
す
る
展
覧
会
等
に
お
い
て
紹
介
が
な
さ
れ
て
き
た
。

本
稿
で
は
、
近
世
の
南
都
に
伝
来
し
、
製
作
時
期
・
作
者
・
来
歴
が
明
確
で
、

そ
の
造
形
も
優
れ
る
奈
良
・
春
日
大
社
所
蔵
「
天
下
一
越
前
」
烙
印
の
舞
楽
面

四
面
（
図
2
ー

5

)

を
取
り
上
げ
、
輪
王
寺
舞
楽
面
群
と
並
ぶ
近
世
舞
楽
面
の

背
景
に
関
し
て
若
干
の
考
察
を
行
い
、
近
世
舞
楽
面
研
究
の
基
礎
資
料
と
し
た

ヽ
~
゜
し

こ
こ
に
紹
介
す
る
春
日
大
社
伝
来
舞
楽
面
は
、
「
天
下
一
越
前
」
の
烙
印
を

有
す
る
陵
王
・
採
桑
老
・

い
ず
れ
も
箱

書
か
ら
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
に
宮
中
よ
り
寄
進
さ
れ
た
も
の
と
わ
か
る
。

ノ
舞
咲
面
・
還
城
楽
の
四
面
で
、

本
四
面
は
も
と
春
日
大
社
御
蔵
を
担
っ
た
興
福
寺
唐
院
に
伝
来
し
た
も
の
で
、

こ
の
春
日
大
社
御
蔵
収
蔵
の
所
用
具
は
春
日
大
社
若
宮
お
ん
祭
に
て
使
用
さ
れ

寺
に
伝
来
す
る
、
寛
永
十

（
一
六
三
六
）
四
月
、
日
光
東
照
宮
で
の
徳
川
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雲

文

を

あ

ら

わ

す

。

眼

は

固

定

、

顎

は

吊

顎

と

し

、

上

歯

を

あ

ら

わ

し

、

下

顎

頭

上

の

龍

は

、

四

肢

の

そ

れ

ぞ

れ

の

付

け

根

か

ら

羽

根

を

あ

ら

わ

し

、

前

肘

に

は

歯

を

四

本

あ

ら

わ

す

。

怪

貌

。

頭

髪

を

毛

筋

彫

り

し

、

高

四

・

八

幅

六

に

四

肢

の

あ

る

龍

を

戴

く

。

耳

後

方

に

〈

単

位

：

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

。

以

下

同

様

〉

て

い

た

。

こ

れ

ら

の

所

用

具

が

、

明

治

時

代

に

興

福

寺

か

ら

春

日

大

社

に

移

管

さ

れ

、

現

在

は

同

社

の

所

蔵

と

な

っ

て

い

る

。

興

福

寺

は

、

冷

泉

天

皇

の

勅

命

に

よ

り

、

狛

光

高

（

九

五

九

ー

一

0
四

八

）

が

興

福

寺

の

雑

掌

と

な

っ

て

以

降

、

同

寺

を

拠

点

と

し

て

楽

人

集

団

が

組

織

さ

れ

、

宮

廷

で

の

舞

楽

を

担

っ

た

。

応

仁

の

乱

の

の

ち

、

天

正

ー

文

禄

年

間

に

三

方

楽

所

が

整

備

さ

れ

て

以

後

は

、

宮

中

で

の

奏

楽

を

は

じ

め

、

春

日

大

社

の

楽

事

に

従

事

し

、

江

戸

や

日

光

へ

楽

人

を

派

遣

す

る

な

ど

近

世

の

舞

楽

継

承

の

中

心

的

な

拠

点

で

あ

っ

た

。

本

四

面

は

こ

の

興

福

寺

に

伝

来

し

、

使

用

さ

れ

て

き

た

舞

楽

面

で

あ

る

。ま

ず

は

こ

れ

ら

四

面

の

概

要

を

整

理

し

、

各

面

に

み

ら

れ

る

表

現

や

技

法

上

(

1

0

)

 

の

特

徴

に

つ

い

て

確

認

す

る

。

幅

二

四

・

七

面

長

一

七

・

七

を

剖

り

ぬ

き

、

背

面

へ

背

面

は

体

部

も

含

め

龍

の

口

内

の

硬

口

蓋

に

あ

た

る

部

分

に

は

、

骨

の

造

形

を

施

す

。

主

体

部

を

一

材

よ

り

彫

り

出

し

、

別

材

の

龍

及

び

同

後

ろ

足

、

文

を

矧

ぐ

。

下

顎

は

一

材

よ

り

筒

状

に

彫

り

出

し

、

顎

以

上

の

頭

部

を

彩

色

は

、

主

体

部

を

黒

漆

塗

下

地

に

漆

箔

を

施

し

、

施

す

。

頭

髪

は

緑

青

地

に

金

泥

で

毛

筋

を

描

く

。

を

朱

漆

塗

と

す

る

。

目

を

朱

で

括

る

。

朱
•
青
・
緑
・
黒
で
彩
色
す
る
。

面

裏

は

黒

漆

塗

と

し

、

額

裏

に

「

一

捺

し

、

印

影

を

緑

青

で

な

ぞ

る

が

、

後

世

の

手

に

よ

り

印

の

中

央

部

分

を

削

り

取

る

（

図

2
_
3
)。

〔

形

状

〕

顎

上

奥

六

・

九

ニ

・

四

耳

張

一

七

．

0
奥

行

一

八

縦
（
下
顎
除
く
）
三
六
•
四

面

幅

通

す

。

頭

頂

の

縁

に

沿

っ

て

錦

を

縫

い

付

け

る

。

川

陵

王

木

製

漆

箔

彩

色

（

図

2

)

金

具

を

は

め

込

む

。

側

頭

部

の

雲

文

羽

根

、

足

の

鰭

を

別

材

で

矧

ぐ

。

ヘ

胴

及

び

で

を

一

材

よ

り

彫

り

出

し

、

別

材

顎

髭

に

獣

毛

を

植

毛

す

る

。

龍

は

彩

色

に

よ

っ

つ

の

環

に

紐

を

通

し

て

吊

る

す

。

眼

孔

か

ら

鰭

を

あ

ら

わ

す

。

戴

を

あ

ら

わ

し

、

の
＜ 。のロ
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と
な
っ
て
い
る
。

よ
り
寄
進
さ
れ
た
も
の
と
わ
か
る
。

箱
書
か
ら
、
寛
文
九
年
十
月
九
日
に
霊
元
天
皇
（

陵
王

〈
蓋
表
〉

〔
箱
書
〕

〔
保
存
状
態
〕

壺
牧

両
眼
金
具
亡
失
。
頭
頂
の
錦
の
大
半
欠
失
。
面
紐
・
吊
紐
後
補
。

四
ー
一
七
三
二
）

龍
の
造
形
や
毛
筋
の
彫
り
の
硬
さ
な
ど
に
近
世
特
有
の
作
風
を
示
す
が
、
羽

根
を
上
方
へ
立
ち
上
げ
る
な
ど
数
あ
る
陵
王
面
の
中
で
も
装
飾
性
の
高
い
造
形

陵
王
面
は
木
村
閑
氏
に
よ
っ
て
形
式
分
類
が
な
さ
れ
て
お
り
、
本
春
日
大
社

(

1

1

)

 

面
の
形
式
は
、
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
面
（
図
6

)

の
系
譜
上
に
あ
た
る
。
本

形
式
は
東
京
国
立
博
物
館
面
以
降
、
春
日
大
社
面
（
室
町
時
代
）
そ
し
て
輪
王

寺
面
へ
と
継
承
さ
れ
、
宮
内
庁
楽
部
を
は
じ
め
と
す
る
現
行
の
陵
王
面
の
多
く

も
こ
の
形
式
を
踏
襲
し
て
お
り
、
近
世
か
ら
今
日
に
連
な
る
陵
王
面
の
主
流
と

な
る
形
式
と
い
え
る
。
本
春
日
大
社
面
も
基
本
的
な
構
成
を
継
承
し
て
い
る
が
、

後
ろ
足
の
羽
根
を
畳
み
、
龍
の
た
て
が
み
や
羽
根
を
兜
の
立
物
の
よ
う
に
長
く

立
ち
上
げ
る
こ
と
で
、
上
方
へ
広
が
る
よ
う
な
意
匠
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
陵
王
面
の
髪
際
の
処
理
は
、
前
髪
を
正
中
で
左
右
に
分
け
る
も
の
と
、

そ
の
前
髪
の
髪
際
を
龍
の
前
足
で
か
き
上
げ
て
三
つ
山
型
に
あ
ら
わ
す
二
通
り

禁

裏

御

寄

進

寛
文
九
年
配
十
月
九
日

〈
蓋
裏
〉

顎
高
四
・
七
幅
五
・
九
奥
五
・
六

②

採

桑

老

彩

色

〔
法
量
〕
縦
（
下
顎
含
）
一

扁

ヽ

肌
-

4

ノ

奥
一
0
•

八

木
製

玉
眼
嵌
入
重
要
文
化
財
（
図
3

)

に
お
い
て
使
用
し
て
い
る
。

な
お
春
日
大
社
で
は
、
本
面
を
写
し
た
江
戸
時
代
の
陵
王
面
を
現
行
の
舞
楽

が
あ
り
、
本
面
は
後
者
に
あ
た
る
。
こ
の
場
合
、
か
き
上
げ
た
前
髪
を
龍
の
前

足
の
爪
に
掛
け
て
引
き
上
げ
る
表
現
が
特
徴
と
な
り
、
藤
田
美
術
館
陵
王
面
（
図

1

)

を
は
じ
め
厳
島
神
社
陵
王
面
（
平
安
ー
鎌
倉
時
代
）
、
真
清
田
神
社
陵
王

一
方
で
三
つ
山
型
形
式
の

面
（
鎌
倉
時
代
）
等
に
明
確
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

古
面
で
あ
っ
て
も
、
単
に
頭
部
に
足
を
載
せ
る
の
み
で
形
式
を
踏
襲
し
た
だ
け

の
作
例
も
み
う
け
ら
れ
る
。
春
日
大
社
面
で
は
や
は
り
前
足
の
中
指
の
爪
に
髪

を
掛
け
て
お
り
（
図
7

)

、
前
髪
と
龍
の
爪
と
の
有
機
的
な
関
係
が
理
解
さ
れ
、

細
部
に
至
る
ま
で
形
態
を
学
習
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
さ
ら
に
龍

の
四
肢
の
爪
は
、
毛
筋
に
浅
く
小
孔
を
穿
っ
て
爪
の
先
端
を
差
し
込
む
よ
う
に

取
り
付
け
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
柔
ら
か
い
髪
の
毛
に
爪
が
食
い
込
ん
で
い

る
様
が
表
現
さ
れ
る
。

加
え
て
龍
の
口
内
に
は
口
蓋
を
あ
ら
わ
す
骨
の
隆
起
を
彫
り
あ
ら
わ
し
た
上

に
彩
色
を
施
し
て
お
り
（
図
8

)

、
舞
踊
に
関
係
の
な
い
外
か
ら
は
見
え
な
い

部
分
に
も
細
心
の
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
も
細
部
に
ま
で
神
経

の
行
き
届
い
た
表
現
で
あ
る
。
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で
括
る
。

面
裏
の
左
目
上
方
に
「
天
下
一
越
前
」
の
烙
印
を
漆

面
で
、
鎌
倉
時
代
の
制
作
と
み
ら
れ
る
。
同
じ
く
動
眼
・

顔
全
体
に
緻
の
曲
線
を
幾
重
に
も
刻
む
と
と
も
に
、

つ

し‘
ヽ

面
か
ら
は
紐
が
見
え
な
い
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

獣
毛
を
植
毛
す
る
。
こ
め
か
み
に
孔
を
あ
け
、
面
紐
を
通
す
。
鼻
孔
を
穿
つ
。

彩
色
は
、
主
体
部
及
び
動
眼
・
下
顎
と
も
に
全
面
黒
漆
下
地
と
し
、
頭
髪
部

を
除
く
面
部
に
白
味
の
強
い
肉
色
で
彩
色
す
る
。
唇
に
は
褐
色
、
歯
は
肉
色
の

上
か
ら
白
で
彩
色
す
る
。
眼
は
目
頭
と
目
尻
に
朱
と
墨
を
刷
き
、
瞼
の
縁
を
墨

目
元
か
ら
老
齢
の
相
を
表
現
す
る
。
こ
れ
に
続
く
の
が
広
島

現
存
作
例
は
多
く
な
い
。
そ
の
系
譜
を
た
ど
る
と
、

向
山
八
幡
宮
伝
来
面
で
、
顎
を
欠
く
も
の
の
平
安
時
代
に
遡
る
。

ほ
と
ん
ど
表
さ
れ
な
い
一
方
、
動
眼
の
目
の
周
り
に

て
お
り
、

鼻
下
、
顎
に
孔
を
あ
け
、

は
舞
わ
れ
る
機
会
が
少
な
い
と

の

い
る
（
図
9

)

。
主
体
部
と
顎
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
接
す
る
断
面
部
か
ら
面
裏

を
通
る
よ
う
に
小
孔
を
穿
ち
、
紐
を
通
し
て
固
定
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
面
の
表

る。 に
は
陥
ら
な
い
。
そ
の
深
遠
な
老
爺
の
表
情
は
、
能
面

セ
ン
チ
の
眼
孔
を
あ
け
、
白
目
部

分
に
は
四
ミ
リ
厚
に
削
っ
た
水
晶
を
嵌
入
す
る
。
動
眼
部
の
両
端
に
小
孔
を
穿

ち
、
主
体
部
の
目
尻
の
や
や
外
の
小
孔
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
針
金
を
通
し
、
針
金
の

両
端
を

L
字
に
折
り
曲
げ
て
固
定
す
る
。
顎
部
は
、
口
端
や
や
内
側
か
ら
垂
直

に
伸
び
る
線
で
顎
を
切
る
が
、
正
面
か
ら
面
裏
に
か
け
て
切
断
線
が
内
に
窄

ま
っ
て
お
り
、
下
顎
は
こ
れ
以
上
奥
へ
落
ち
込
ま
な
い
よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
て

老
相
を
あ
ら
わ
し
、

か
く
、
頬
の
わ
ず
か
な
皮
膚
の

よ
り
寄
進
さ
れ
た
も
の
と
わ
か
る
。

箱
書
か
ら
寛
文
九
年
十
月
九
日

材
よ
り
眼
鏡
形
に
彫
り
出
し
、
直
径

従

一
材
よ
り
彫
り
出
し
、
別
材
で
動
眼
、
下
顎
を
造
る
。
動
眼
は

採
桑
老

〈

蓋

表

〉

に
あ
た
る
部
分
に
無
地
の
縁
を
あ
ら
わ
す
。

あ
ら
わ
し
、
眉
、
口
髭
、
顎
髭
を
あ
ら
わ
す
。
動
眼
、
切
顎
。
頭
頂
部
に
頭
髪

左
眉
の

口
の
周
囲
、

へ
と
鍛
を
平
行
に
あ
ら
わ
す
。
乱
杭
歯
を
上
下
に
六
本
ず
つ

〔
形
状
〕

額
に

M
字
状
の
緻
を
三
本
、
目
尻
か
ら
顎
横
に
か
け
て
と
、
鼻
か
ら

〔
保
存
状
態
〕

牧

部
亡
失
。
動
眼
を
つ
な
ぐ
針
金
、
面
紐
後
補
。

層
の
上
か
ら
捺
し
、
印
影
を
緑
青
で
な
ぞ
る
。
（
図
3
_
3
)

八
0

)
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一
方
で
、
春
日
大
社
面
は

切
顎
を
顎
下
に
か
け
て
細
く
彫
り
窄
め
る
技
法
な
ど
も
共
通
す
る
が
、
四
天
王

寺
面
で
は
動
眼
の
部
材
が
面
部
裏
の
曲
線
に
比
べ
て
大
き
く
つ
く
ら
れ
て
お

り
、
主
体
部
と
動
眼
の
間
に
隙
間
が
生
じ
て
い
る
。

こ
の
両
者
の
曲
線
が
う
ま
く
沿
う
こ
と
に
よ
り
、
主
体
部
に
動
眼
部
材
が
し
つ

か
り
と
密
着
す
る
。
ま
た
、
目
尻
・
目
頭
の
彩
色
も
春
日
大
社
面
は
外
側
よ
り

墨
線
か
ら
朱
線
へ
と
ほ
か
し
の
表
現
を
し
て
い
る
の
に
対
し
、
四
天
王
寺
面
で

は
面
的
・
形
式
的
に
朱
を
入
れ
て
い
る
だ
け
と
な
っ
て
い
る
（
図
1

2

)

。
こ
の

よ
う
に
み
る
と
、
春
日
大
社
面
で
は
四
天
王
寺
面
を
製
作
し
た
際
の
不
都
合
な

春
日
大
社
面
と
四
天
王
寺
面
を
比
較
す
る
と
、
基
本
的
な
造
形
と
と
も
に
、

表
情
を
生
々
し
く
あ
ら
わ
す
。
こ
の
基
本
的
な
形
式
が
祖
型
と
な
り
、
以
降
の

採
桑
老
面
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。
室
町
時
代
に
遡
る
と
み
ら
れ
る
東
京
国
立

博
物
館
所
蔵
面
（
図
1

0

)

を
は
じ
め
、
ほ
ぽ
同
系
統
の
近
世
の
面
が
春
日
大
社

や
兵
庫
・
大
避
神
社
な
ど
に
伝
わ
っ
て
お
り
、
中
世
以
降
の
採
桑
老
面
の
一
定

(

1

2

)

 

型
と
し
て
定
着
し
た
よ
う
で
あ
る
。

東
博
面
と
比
較
す
る
と
、
面
部
の
鍛
の
表
現
や
、
動
眼
・
切
顎
の
構
造
、
白

目
部
分
に
玉
を
嵌
入
す
る
技
法
な
ど
、
基
本
的
な
形
状
を
踏
襲
す
る

目
の
見
開
き
を
抑
え
、
乱
杭
歯
の
乱
れ
た
表
現
も
お
と
な
し
く
な
り
、
よ
り
洗

大
阪
・
四
天
王
寺
に
は
、
本
春
日
大
社
面
と
全
く
同
形
・
同
大
の
採
桑
老
面

が
伝
来
し
て
い
る
（
図
1

1

)

。
四
天
王
寺
面
に
作
者
を
示
す
銘
は
な
い
が
、
両

面
は
縦
・
幅
・
奥
の
法
量
に
加
え
、
細
部
の
法
量
も
ほ
ぼ
同
じ
数
値
を
示
し
て

(

1

3

)

 

お
り
、
両
面
は
同
じ
型
紙
か
ら
製
作
さ
れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
ま
た
作
風

も
製
作
時
期
を
隔
て
る
も
の
で
は
な
く
、
四
天
王
寺
面
も
同
作
者
と
み
て
よ
い
。

点
を
修
正
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
、
そ
の
順
と
し
て
は
四
天
王
寺
面
の
あ
と
に

春
日
大
社
面
を
製
作
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
春
日
大
社
面
の
試
作

と
し
て
四
天
王
寺
面
が
製
作
さ
れ
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
よ
う
。
南
都
と
天
王
寺

に
同
じ
採
桑
老
面
が
伝
存
す
る
こ
と
は
、
楽
所
間
に
お
い
て
同
じ
「
型
」
の
面

縦
二
八
・
七

奥
行
―
ニ
・
五

彩
色
（
図
4

)

最
大
幅
（
耳
張
）
ニ
ニ
・
五

面
幅
一
七
・
七

笑
相
。
額
に

M
字
形
の
緞
を
幾
重
に
も
あ
ら
わ
す
。
耳
上
に
徽
を
刻
み
、
三

日
月
形
の
眼
に
沿
っ
て
上
下
の
瞼
に
破
を
刻
む
。
丸
鼻
に
頬
を
大
き
く
膨
ら
ま

せ
、
口
回
り
に
も
徽
を
刻
む
。
口
角
を
あ
げ
て
、
上
の
歯
茎
を
あ
ら
わ
に
し
、

材
よ
り
彫
り
出
す
。
三
日
月
形
に
眼
孔
を
穿
ち
、
鼻
孔
を
穿
つ
。

口
は
剖
り
貰
く
が
、
舌
を
本
体
材
か
ら
立
ち
上
げ
る
よ
う
に
し
て
彫
り
残
す
こ

と
で
、
舌
を
立
体
的
に
あ
ら
わ
す
。
耳
孔
を
貰
通
さ
せ
面
紐
を
通
す
。

彩
色
は
黒
漆
塗
下
地
の
上
に
表
面
を
朱
漆
塗
と
す
る
。
歯
は
黒
漆
を
塗
り
残

す
。
頭
頂
部
に
頭
髪
を
墨
書
き
し
、
顎
に
は
墨
の
点
描
で
髭
を
あ
ら
わ
す
。
面

裏
は
黒
漆
塗
り
と
す
る
。

〔
品
質
構
造
〕

全
体
を

上
歯
四
本
、
下
歯
十
本
を
あ
ら
わ
す
。
口
内
に
舌
を
あ
ら
わ
す
。

〔
形
状
〕

練
さ
れ
た
印
象
を
与
え
る
面
と
な
っ
て
い
る
。

方
で
、

③
ニ
ノ
舞
咲
面
木
製

を
共
有
し
て
い
た
と
い
う
点
で
注
目
さ
れ
る
。
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（

―

-

七

八

）

銘

の

愛

知

・

熱

田

神

宮

面

を

は

じ

め

と

す

る

系

統

が

あ

り

、

こ

ち

ら

は

目

や

口

を

小

さ

く

作

り

、

丸

鼻

に

頬

骨

を

強

調

し

、

と

く

に

額

に

M字

形

の

し

わ

を

幾

重

に

も

重

ね

、

ま

た

三

日

月

形

の

目

の

曲

線

に

沿

っ

て

瞼

の

徽

を

重

ね

る

点

に

特

徴

が

あ

る

。

こ

の

系

統

は

承

元

五

年

（

一

し

、

横

に

大

き

く

口

角

を

広

げ

て

哄

笑

す

る

。

）

銘

の

愛

っ

た

の

が

南

都

を

は

じ

め

と

す

る

と

し

て

知

ら

れ

、

額

に

緩

や

か

に

流

れ

る

破

を

刻

み

、

眉

と

髭

を

長

く

あ

ら

わ

年

ご

と

の

遷

宮

の

際

に

行

わ

れ

近

世

を

通

じ

て

こ

れ

が

恒

例

化

し

て

い

っ

た

。

そ

し

て

こ

の

て

は

し

だ

い

に

衰

退

す

る

こ

と

に

な

る

が

、

J

れ

に

か

わ

っ

一

方

こ

れ

と

は

別

に

治

承

二

年

経

会

に

深

く

関

与

し

て

い

た

こ

と

が

知

ら

れ

る

。

こ

の

ノ

舞

の

古

例

は

、

承

安

三

年

（

七

三

）

の

厳

島

神

社

面

が

現

存

最

古

「

大

秦

公

合

」

、

地

久

面

に

性

の

高

い

個

性

的

な

造

形

が

特

徴

と

な

る

。

中

世

に

行

わ

れ

た

一

切

経

会

所

用

額

の

M字
形

の

破

や

、

目

に

あ

ら

わ

さ

れ

る

同

心

円

状

の

破

を

重

ね

て

左

右

よ

り

寄

進

さ

れ

た

も

の

と

わ

か

る

。

対

称

に

あ

ら

わ

し

、

し

つ

こ

い

ほ

ど

に

幾

重

に

も

刻

ま

れ

た

徽

に

よ

り

、

意

匠

的

な

系

譜

上

に

あ

る

こ

と

と

も

関

わ

っ

て

く

る

よ

う

に

思

わ

れ

る

。

の

造

形

的

な

関

連

は

、

先

箱

書

か

ら

、

寛

文

九

年

十

月

九

日

に

明

正

上

皇

（

一

六

二

四

ー

一

六

九

六

）

し

た

造

形

と

い

え

よ

う

。

こ

の

面

の

造

形

は

、

春

日

神

社

〔

貼

紙

〕

従

本

院

御

所

御

寄

進

に

口

内

に

舌

を

の

ぞ

か

せ

る

こ

と

の

牧

寛

文

九

年

配

十

月

九

日

筋

の

破

や

、

の

徽

の

重

な

り

を

強

調

し

、

の

咲

面

と

な

る

。

芸
）
ら

〈

蓋

表

〉

引

き

つ

り

な

ど

が

共

通

す

る

（

図

1

4

)

。

れ

た

頬

の

ふ

く

ら

み

、

口

角

を

強

く

ひ

き

広

げ

る

こ

と

に

よ

る

の

通

じ

る

も

の

が

あ

り

、

額

の

徽

と

そ

れ

が

あ

る

。

の

ふ

く

ら

み

な

ど

、

こ

の

基

本

形

式

を

極

限

に

ま

印

影

を

な

ぞ

る

。

（

図

4
_
3
)

〔

保

存

状

態

〕
面

紐

後

補

。

特

に

春

日

大

社

面

の

造

形

は

東

京

国

立

博

物

館

一

J

の

系

譜

上

に

あ

る

が

、

瞼

の

面

裏

の

額

裏

に

漆

層

の

上

か

ら

「

天

下

一

越

前

」

の

烙

印

を

捺

し

、

に

知

・

真

清

田

神

社

面

な

ど

咲

面

の

基

本

形

と

し

て

比

較

的

多

く

の

作

例

が

残

る

。
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と
下
顎
上
縁
左
右
中
央
に
環
状
金
具
を
付
け
、
紐
を
通
し
て
吊
る
す
。

部
材

〔
品
質
構
造
〕

す
。
動
頬
、
吊
顎
。

〔
形
状
〕

顎

高
四

幅
七
・
六
幅
一
七

・
O

奥
一
三
・
六

④
還
城
楽
木
製

天
野
社
と
南
都
楽
人
は
舞
楽
曼
荼
羅
供
を
通
し
て
深
い
関
わ
り
を
有
し
て
お

り
、
春
日
大
社
面
に
み
る
天
野
社
伝
来
舞
楽
面
と
の
造
形
的
な
関
連
が
、
こ
う

彩
色
（
図
5

)

縦
（
顎
除
く
）
ニ
―
•
五

奥
七
・
ニ

頭
郭
に
隆
起
す
る
三
つ
の
瘤
を
表
し
、

Y
字
形
を
基
調
と
し
た
浮
き
出
る
血

管
を
あ
ら
わ
す
。
上
瞼
を
大
き
く
隆
起
さ
せ
、
目
を
怒
ら
す
。
目
尻
と
鼻
か
ら

頬
に
か
け
て
隆
起
し
た
鍛
を
刻
み
、
左
右
の
眼
の
下
に
は
匙
状
の
緻
を
あ
ら
わ

ら
す
。
鼻
を
大
き
く
あ
ら
わ
し
て
鼻
孔
を
大
き
く
穿
ち
、
鼻
梁
に
は
二
つ
の
瘤

を
上
下
に
隆
起
さ
せ
る
。
上
歯
を
大
き
く
四
本
、
下
歯
は
小
さ
く
四
本
あ
ら
わ

頭
部
前
面
か
ら
前
歯
及
び
え
ら
ま
で
を
一
材
よ
り
彫
り
出
し
（
主
体
部
）
、

両
眼
．
頬
を
あ
ら
わ
し
た
別
材
一
材
（
動
頬
）
を
眉
下
に
穴
を
剖
り
あ
け
て
挿

し
こ
み
、
動
眼
の
こ
め
か
み
部
に
小
孔
を
二
つ
あ
け
て
紐
を
通
し
、
主
体
部
の

額
裏
側
に
設
け
た
環
状
の
金
具
に
紐
を
結
ん
で
吊
る
。
下
顎
は
、
小
鼻
の
裏
側

か
ら
な
る
還
城
楽
面
で
通
例
の
い
わ
ゆ
る
組
み
立
て
作
り
と
呼
ば
れ
る
構
造
で

し
た
楽
所
や
楽
人
の
交
流
に
よ
っ
て
も
辿
れ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

構
造
・
形
式
と
も
に
通
例
の
還
城
楽
面
か
ら
大
き
く
逸
脱
し
な
い
が
、
厳
島

よ
り
寄
進
さ
れ
た
も
の
と
わ
か
る
。

箱
書
か
ら
、
寛
文
九
年
十
月
九
日
に
後
西
上
皇
（ 従

還
城
楽

〈

蓋

表

〉

〔
箱
書
〕

一
牧

寛
文
九
年
配
十
月
九
日

〈

蓋

裏

〉

一
八
ー
一
六
八

あ
る
。
主
体
部
と
動
頬
の
眼
孔
部
に
重
な
る
部
分
は
、
上
縁
に
口
が
あ
く
形
で

貰
孔
し
、
鼻
孔
に
重
な
る
部
分
は
鼻
の
形
に
添
っ
て
三
角
に
剖
る
。
眉
、
口
髭
、

顎
髭
に
小
孔
を
穿
っ
て
獣
毛
を
植
毛
す
る
。
こ
め
か
み
と
頭
頂
部
中
央
に
孔
を

あ
け
、
面
紐
を
通
す
。

彩
色
は
、
全
面
黒
漆
塗
下
地
と
し
、
歯
を
除
い
た
肉
身
部
を
朱
漆
塗
と
す
る
。

白
目
部
分
に
は
金
具
を
膠
で
取
り
付
け
る
（
現
状
亡
失
）
。
面
裏
は
黒
漆
塗
で
、

頭
頂
部
左
側
に
「
天
下
一
越
前
」
の
烙
印
を
捺
し
、
印
影
を
緑
青
で
な
ぞ
る
（
図

5
|
3
)
。

〔
保
存
状
態
〕

両
眼
の
金
具
亡
失
。
面
紐
・
吊
紐
後
補
。

新
院
御
所
御
寄
進

神
社
面
や
熱
田
神
宮
面
に
み
る
頭
部
の
隆
起
や
浮
き
出
た
血
管
の
隆
々
し
さ
は

失
わ
れ
、
そ
の
彫
刻
も
甘
く
、
側
頭
部
や
頬
の
緻
も
丸
く
太
い
稜
線
に
よ
っ
て

あ
ら
わ
さ
れ
て
お
り
、
還
城
楽
特
有
の
厳
め
し
い
表
情
が
や
わ
ら
い
で
い
る
。
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鋏
仙
会
所
蔵
能
面
「
筋
男
」
、
高
知
城
歴
史
博
物
館
蔵
能
面
「
万
媚
」
「
平
太
」
、

福
岡
市
博
物
館
蔵
能
面
「
釣
眼
」
が
確
認
さ
れ
て
い
る
程
度
で
現
存
作
例
は
少

な
く
、
そ
の
人
物
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
出
目
是
閑
や
児
玉
近
江
と
の
関
連
が
指

市
厳
原
町
）
所
蔵
能
面

摘
さ
れ
て
き
た
。
近
年
、
宮
本
圭
造
氏
に
よ
っ
て
長
崎
・
八
幡
宮
神
社
（
対
馬

の
作
者
で
あ
る
「
波
多
野
越
前
」
が
こ
の

る

下
一
越
前
」
に
該
当
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
、
こ
の
「
波
多
野
越
前
」

下
一
越
前
」
の
烙
印
の
あ
る
面
は
、
本
春
日
大
社
舞
楽
面
四
面
の
他
、

-
」
を
称
し
た
例
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
本
面
に
み

て
い
る
点
は
、
「
舞
楽
面
を
打
つ
」
こ
と
が
京
都
で

っ
た

た
こ
と
を
記
す
。
と
り
わ
け

逗
留
」
と
あ
っ
て
、
重
右
衛
門
が
京
都
に
長
期
滞
在
を
し

願
書
に
は
「
先
年
舞
楽
之
面
打
上
申
候
様
二
被
仰
上
、

々

の
表
現
に
は
、
円
形
の
瘤
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
、
熱
田
神
宮
面
の

よ
う
に
緞
を
あ
ら
わ
す
も
の
が
あ
る
が
、
本
面
の
よ
う
に
二
つ
の
大
き
な
隆
起

本
春
日
大
社
四
面
は
い
ず
れ
も
面
裏
に
「
天
下
一
越
前
」
の
烙
印
が
あ
る
こ

れ
た
も
の
で
、
近
世
に
流
行
を
み
た
。
こ
と
に
仮
面
製
作
に
か
か
わ
る
職
人
に

-
)
に
角
ノ
坊
光
盛
が
豊
臣
秀
吉
か
ら
許
さ

春
日
大
社
面
の
作
者
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め

に
拠
り
な
が
ら
要
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

の
細
工
人
と
し
て
登
用
さ
れ
、

名
し
て
、
貞
享
四
年
（

宗
家
文
書

方
（
京
都
）

八一
0

)

八
月
改

波
多
重
右
衛
門
同
前
二
上
方
二
而
細
工
稽
古
被
仰
付
候
ハ
同
前
二

と
被
仰
下
候
。
」
と
あ
り
、
波
多
野
重
右
衛
門
が
細
工
稽
古
を
命
じ
ら
れ

(

1

8

)

 

へ
上
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に

天
和
三

（
一
六
八
三
）
十
二
月
一
日
条
の
重
右
衛
門
が
息
子
に
家
督
を
相
続
す
る
旨
の

一
越
前
」
も
面
打
師
と
み
て
よ
い
。

職
人
が

月
十
日
条
に
、

)
の
称
号
を
用
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、

一
方
で
舞
楽
面
を
専
門
的
に
行
う

前
」
重
右
衛
門
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
天
下

を
初
例
と
し
て
、

に
能
面
を
製
作
す
る
面
打
師
が

も
に
「
越
前
」
作
能
面
が
一
面
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
こ

つ
い
て
は
、
文
禄

ら
れ
る
。
文
化
七
年
（

府
中
藩
所
蔵
の
八
十
一

の
能
面
の
中
に
、

る

-
」
の
称
号
は
、
朝
廷
や
幕
府
か
ら
優
れ
た
エ
人
に
対
し
て
授
け
ら

蔵
さ
れ
て
い
て
、
波
多
野
家
が
二
代
に
わ
た
っ
て
面
打
師
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、

一
越
前
」
な
る
人
物
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
も
の
と
わ
か
る
。

て
面
を
打
っ
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
、

業
人

に
よ
る
と
初
代
重
右
衛
門
は
「
面
打
其
外
諸
細
工

と
あ
っ

一
越
前
」
に
つ
い
て

六
八
七
）

い
で
い
る
。

も
出
仕
し
て
い
る
。
こ
の
新
平
は
天
和

（
一
六
八
二
）

二、

つ
い
て

（
一
六
七
0

)

波
多
野
家
は
初
代
重
右
衛
門
が
寛
文

を
あ
ら
わ
す
の
は
珍
し
い
表
現
と
い
え
る
。

が
府
中
藩
御
抱
え
の
細
工
人
で
あ
っ

（
一
六
六
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こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
天
皇
や
上
皇
か
ら
の
注
文
で
あ
れ
ば
う
な

ず
け
よ
う
。
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
府
中
藩
御
抱
え
の
細
工
人
で
あ
っ
た
波
多

野
重
右
衛
門
が
、
寛
文
三
年
か
ら
天
和
三
年
頃
の
期
間
に
京
へ
上
り
、
そ
の
滞

在
中
に
天
皇
・
上
皇
か
ら
の
注
文
に
よ
る
舞
楽
面
製
作
に
従
事
し
て
お
り
、
こ

(

1

9

)

 

れ
が
春
日
大
社
舞
楽
面
に
該
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
室
町
時
代
以
前
の
舞
楽
面
を
は
じ
め
と
す
る
仮
面
の
製
作
に
つ
い

て
は
、
主
に
仏
師
が
担
っ
て
き
た
こ
と
が
在
銘
の
現
存
作
例
か
ら
知
ら
れ
て
い

一
方
で
、
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
頃
の
作
と
み
ら
れ
る
四
天
王
寺
伝
来

の
聖
霊
会
所
用
行
道
面
八
部
衆
の
う
ち
「
夜
叉
」
（
図
1

5

)

・
「
摩
朕
羅
伽
」
（
図

1

6

)

の
造
形
は
、
「
大
癒
見
」
や
「
繋
」
と
い
っ
た
能
面
の
造
形
を
下
敷
き
に

し
て
い
る
こ
と
が
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
製
作
者
と
し
て
面
打
師
が

(

2

0

)

 

想
定
さ
れ
る
。
面
打
師
が
能
面
以
外
の
仮
面
製
作
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
る
比
較
的
早
い
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

現
状
で
は
仮
面
製
作
が
仏
師
か
ら
面
打
師
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
い
く
そ
の
境

界
は
明
確
で
は
な
い
が
、
十
四
世
紀
半
頃
に
赤
鶴
吉
成
を
は
じ
め
と
す
る
面
打

師
が
登
場
し
て
以
降
、
舞
楽
面
製
作
は
し
だ
い
に
面
打
師
が
担
う
よ
う
に
な
っ

た
と
み
ら
れ
、
少
な
く
と
も
近
世
初
頭
に
は
す
で
に
面
打
師
が
仮
面
製
作
を

担
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
舞
楽
面
に
面
打
師
の
烙
印
が
捺
さ
れ

る
例
と
し
て
は
春
日
大
社
面
が
唯
一
の
例
で
あ
る
も
の
の
、
近
世
の
舞
楽
面
を

面
打
師
が
製
作
し
て
い
た
こ
と
を
具
体
的
に
示
す
事
例
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

②
寄
進
の
背
景
に
つ
い
て

前
述
の
よ
う
に
春
日
大
社
四
面
は
霊
元
天
皇
・
後
水
尾
法
皇
・
明
正
上
皇
・

る。

天
皇
・
明
西
上
皇
・
後
西
上
皇
は
い
ず
れ
も
後
水
尾
法
皇
の
皇
子
・
皇
女
で
あ

後
西
上
皇
に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
寄
進
に
つ
い
て
直
接
的

に
記
し
た
史
料
は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
文
献
か
ら
は
そ
の
経
緯
を
明
ら
か
に
し

二
十
一
回
忌
に
際
し
て
調
進
さ
れ
た
、
舞
楽
所
用
具
に
含
ま
れ
る
二
十
九
面
に

お
よ
ぶ
大
規
模
な
作
品
群
で
あ
る
こ
と
に
対
し
、
本
春
日
大
社
面
は
わ
ず
か
四

面
で
あ
り
、
こ
れ
に
付
随
す
る
装
束
な
ど
面
以
外
の
用
具
の
寄
進
も
な
い
。
ニ

い
。
輪
王
寺
の
よ
う
に
大
規
模
な
法
会
挙
行
に
伴
う
寄
進
と
は
考
え
に
く
い
。

ま
た
陵
王
・
採
桑
老
・
ニ
ノ
舞
・
還
城
楽
と
い
う
楽
曲
の
選
択
も
い
さ
さ
か

て
こ
の
四
曲
で
あ
る
必
然
性
は
な
い
。
さ
ら
に
陵
王
11

霊
元
天
皇
、
採
桑
老
II

後
水
尾
法
皇
、
ニ
ノ
舞
咲
面
11

明
正
上
皇
、
還
城
楽
11
後
西
上
皇
と
い
う
楽
曲

と
天
皇
・
上
皇
と
の
と
り
あ
わ
せ
も
、
最
高
齢
と
な
る
後
水
尾
法
皇
に
、
長
寿

を
祝
う
舞
の
採
桑
老
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
除
け
ば
、
そ
の
ほ
か
の
人
物

と
楽
曲
と
の
関
連
も
明
確
で
は
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
寄
進
の
経
緯
は
、

天
皇
や
上
皇
の
個
別
の
事
情
で
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

あ
る
。
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
に
後
水
尾
法
皇
の
第
十
六
皇
子
で
あ
る
真
敬

法
親
王
が
興
福
寺
の
別
当
と
な
り
、
同
寺
一
乗
院
門
跡
に
入
っ
て
い
る
。
霊
元

り
、
つ
ま
り
は
真
敬
法
親
王
の
異
母
兄
弟
に
あ
た
る
。
推
測
の
域
を
出
る
も
の

で
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
関
係
を
考
慮
し
て
、
本
寄
進
は
真
敬
法
親
王
の
別

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
霊
元
天
皇
や
上
皇
ら
と
興
福
寺
と
の
関
わ
り
で

不
可
解
で
、

い
ず
れ
も
左
方
唐
楽
の
楽
曲
で
あ
る
も
の
の
、
組
み
合
わ
せ
と
し

ノ
舞
面
に
つ
い
て
も
咲
面
の
み
で
、
本
来
一
具
と
な
る
腫
面
は
含
ま
れ
て
い
な

輪
王
寺
舞
楽
面
群
が
、
栃
木
・
日
光
東
照
宮
に
て
行
わ
れ
た
徳
川
家
康

得
な
い
。
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存
在
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

の
写
し
が
天
王
寺
楽
所
に
て
受
容
さ
れ
る
な
ど
、
近
世
舞
楽
面
の
規
範
的
な

・
近
世
に
南
都
楽
人
が
関
与
し
て
い
た
天
野
社
伝
来
舞
楽
面
と
造
形
上
の
関
連

が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
製
作
に
お
い
て
楽
所
や
楽
人
の
交
流
に
伴

・
近
世
の
舞
楽
面
製
作
を
面
打
師
が
担
っ
て
い
た
こ
と
を
具
体
的
に
示
す
例
で

あ
る
こ
と
。
・
上
皇
か
ら
南
都
方
の
拠
点
と
な
る
興
福
寺
に
寄
進
さ
れ
、
陵
王
面
は

南
都
舞
楽
の
面
と
し
て
そ
の
写
し
が
今
日
ま
で
使
用
さ
れ
、
ま
た
採
桑
老
面

う
影
響
が
う
か
が
え
る
こ
と
。

(

2

)

同
展
の
図
録
な
ら
び
に
特
別
図
録
『
古
面
』
（
京
都
国
立
博
物
館
編
、
岩
波
書
店
、

一
九
八
二
年
）
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

(

3

)

西
川
杏
太
郎
『
日
本
の
美
術
六
十
二
号
舞
楽
面
』
（
至
文
堂
、
一
九
七
一
年
）
。
田

邊
三
郎
助
『
論
集
日
本
の
仮
面
上
巻
』
（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二

0
一
九
年
）
。

(
4
)村
山
閑
「
陵
王
面
の
形
式
変
遷
—
鎌
倉
時
代
新
形
式
の
成
立
を
中
心
に
ー
」
（
『
美
術

史
』
一
五
三
号
、

0
0
二
年
）
。
同
「
舞
楽
面
の
基
礎
研
究
ー
遺
品
の
分
布
と
形

式

分

類

ー

」

年

報

第

二

十

一

号

別

冊

、

二

0
0
四
年
）
。

と
が
明
確
に
示
さ
れ
る
点
で
重
要
で
あ
る
。

深
い
学
習
と
理
解
の
も
と
、
独
自
の
創
造
性
も
加
え
な
が
ら
舞
楽
面
製
作
を

行
っ
て
い
る
こ
と
。
そ
れ
は
近
世
舞
楽
面
に
お
い
て
、
古
典
形
式
学
習
の
あ

古
作
の
単
な
る
模
倣
で
は
な
く
、
伝
統
的
な
古
面
の
形
式
や
造
形
・
技
法
の

(

1

)

野
間
清
六
氏
が
企
画
し
た
展
覧
会
「
古
楽
面
物
品
展
覧
会
」
（
東
京
帝
室
博
物
館
、

一
九
三
四
年
）
と
そ
の
図
録
『
日
本
古
楽
面
』
（
衆
楽
社
、
一
九
三
五
年
）
、
な
ら
び

に

そ

れ

ら

を

基

礎

と

し

た

著

作

（

芸

文

書

院

、

九

四

三

年

）

が

あ
る
。

進
め
て
い
き
た
い
。

当
就
任
を
記
念
し
、

ゆ
か
り
の
深
い
舞
楽
に
関
係
す
る
品
と
し
て
、

(

2

1

)

 

で
あ
る
父
・
兄
弟
よ
り
舞
楽
面
を
寄
進
し
た
も
の
と
考
え
て
お
き

以
上
春
日
大
社
伝
来
舞
楽
面
四
面
の
概
要
を
示
し
た
う
え
で
、
そ
の
作
者
や

寄
進
の
背
景
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
行
っ
た
。
最
後
に
本
春
日
大
社
四
面
の

近
世
舞
楽
面
史
上
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
、
ま
と
め
に
か
え
た
い
。

こ
れ
ま
で
の
考
察
に
よ
り
、
本
面
の
仮
面
史
的
意
義
は
以
下
に
集
約
さ
れ
る
。

を
主
導
す
る
者
と
面
と
の
関
り
に
つ
い

て
く
れ

お
わ
り
に

に
、
近
世
舞
楽
面
製
作
の
実
態
究
明
の
鍵
と
な
る
、
伝
来
し
た

示
し
て
い
る
。
春
日
大
社
四
面
は
、

た
い
。

て
の
作
者

こ
う
し
た
点
に
加
え
、
そ
の
造
形
を
形
骸
化
す
る
こ
と
な
く
、
面
打
師
と
し

の
高
さ
と
、
細
部
に
ま
で
神
経
の
行
き
届
い
た

性
も
本
面
の
魅
力
と
な
っ
て
お
り
、
近
世
舞
楽
面
を
代
表
う
る
優
れ
た
作
行
を

る
だ
ろ
う
。

の
基
準
作
例
で
あ
る
と
と
も

近
世
舞
楽
面
の
全
貌
は
い
ま
だ
把
握
さ
れ
て
お
ら
ず
、

る
基
礎
的
研
究
の
段
階
で
あ
る
が
、
本
稿
を
そ
の
端
緒
と
し

を
継
続
し
、
仮
面
史
上
に
お
け
る
近
世
舞
楽
面
の
位
置
付
け
に
つ
い
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(

9

)

秋
田
真
吾
「
春
日
大
社
の
舞
楽
面
」
『
平
安
の
雅
を
伝
え
る
春
日
舞
楽
の
名
宝

楽
面
・
舞
楽
装
束
・
雅
楽
器
』
図
録
、
春
日
大
社
国
宝
殿
、
二

0
1
0
年。

(

1

0

)

春
日
大
社
舞
楽
面
の
調
査
は
、
令
和
六
年
九
月
十
三
日
（
陵
王
）
、
九
月
十
八
日
（
還

城
楽
・
採
桑
老
・
ニ
ノ
舞
咲
面
）
に
、
春
日
大
社
国
宝
殿
に
お
い
て
、
同
館
千
鳥
祐

兼
氏
・
渡
邊
亜
祐
香
氏
立
ち
合
い
の
も
と
行
い
、
河
合
由
里
絵
氏
が
こ
れ
を
補
佐
し

た。

(

1

1

)

村
山
閑
（
二

0
0
二
）
註
4
前
掲
論
文
。

本
春
日
大
社
陵
王
面
は
木
村
氏
の
分
類
に
お
け
る
形
式
四
（
①
龍
の
腰
部
が
省
略
さ

れ
、
背
中
を
大
き
く
剖
る
。
②
首
が
短
い
猪
首
で
あ
る
。
③
後
肢
は
四
足
獣
型
。
④

頭
髪
の
毛
筋
を
彫
出
し
、
正
中
線
で
左
右
に
分
け
る
。
⑤
髪
際
は
三
つ
山
型
。
⑥
面

の
縁
に
沿
う
よ
う
に
雲
を
大
き
く
あ
ら
わ
す
。
）
に
該
当
す
る
。

(

1

2

)

拙
稿
「
舞
楽
面
「
採
桑
老
」
の
系
譜
と
そ
の
技
法
」
『
美
の
た
よ
り
』
ニ
ニ
八
号
、

大

和

文

華

館

、

四

年

。

゜
1
0
 

舞

(

5

)

岩
田
茂
樹
「
〈
資
料
紹
介
〉
高
野
山
天
野
社
伝
来
の
還
城
楽
面
」
『
M
U
S
E
U
M
』

六
二
四
号
、
二

0
1
0
年
。
神
野
祐
太
「
ド
イ
ツ
・
州
立
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
民
族
学
博
物

館
所
蔵
の
伎
楽
面
と
舞
楽
面
に
つ
い
て
」
『
佛
教
藝
術
』
三
三
一
号
、
二

0
一
三
年
。

海
老
澤
る
り
は
「
〔
資
料
紹
介
〕
三
井
記
念
美
術
館
所
蔵
「
舞
楽
面
毘
裔
八
仙
」
『
三

井
美
術
文
化
史
論
集
』
十
号
、
二

0
一
七
年
。
茨
木
恵
美
「
井
伊
家
伝
来
の
舞
楽
装

束
お
よ
び
舞
具
、
舞
楽
面
に
つ
い
て
」
『
彦
根
城
博
物
館
研
究
紀
要
』
十
号
、

0
年。

(

6

)

田
邊
三
郎
助
「
日
光
山
輪
王
寺
の
仮
面
」
（
町
田
市
立
博
物
館
編
『
関
東
の
仮
面
I
I

日
光
山
輪
王
寺
の
仮
面
』
図
録
、
一
九
九
二
年
）
所
収
。

(

7

)

小
川
朝
子
「
近
世
の
幕
府
儀
礼
と
三
方
楽
所
ー
将
軍
家
法
会
の
舞
楽
を
中
心
に
ー
」

（
今
谷
明
他
編
『
中
近
世
と
宗
教
と
国
家
』
岩
田
書
院
、
一
九
九
八
年
）
所
収
。

(

8

)

町
田
市
立
博
物
館
編
『
関
東
の
仮
面
I
I
日
光
山
輪
王
寺
の
仮
面
』
図
録
、
一
九
九
二

年
。
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
他
編
『
聖
地
日
光
の
至
宝
』
図
録
、
二

0
0
0
年
な

ど。

0
一
九
年
）

(

1

3

)

四
天
王
寺
所
蔵
採
桑
老
面
の
法
量
は
以
下
の
通
り
。

縦
（
下
顎
含
）
ニ
―
・
六
幅
一
六
・
三
奥
一

0
•

五

顎
高
四
・
四
幅
五
・
七
奥
四
•
四

(

1

4

)

東
京
国
立
博
物
館
編
『
調
査
研
究
報
告
書
高
野
山
学
侶
宝
蔵
古
器
及
楽
装
束
図
』
、

一
九
九
二
年
。

(

1

5

)

『
真
言
声
明
血
脈
』
（
醍
醐
寺
蔵
）
の
「
顕
教
声
明
血
脈
」
に
「
天
王
寺
伶
人
」
と
し

て
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
。
遠
藤
徹
「
天
野
舞
楽
の
史
的
展
開
」
（
遠
藤
徹
編
『
天
野

社
舞
楽
曼
荼
羅
供
ー
描
か
れ
た
高
野
山
鎮
守
社
丹
生
都
比
売
神
社
遷
宮
の
法
楽

_
』
岩
田
書
院
、
二

0
1
―
年
）
所
収
。

(

1

6

)

遠
藤
徹
註
1

5

前
掲
論
文
。
清
水
淑
子
「
天
野
社
舞
楽
曼
荼
羅
供
に
お
け
る
雅
楽
ー
楽

人
か
ら
み
た
天
野
舞
楽
ー
」
（
遠
藤
徹
編
『
天
野
社
舞
楽
曼
荼
羅
供
ー
ー
描
か
れ
た
高

野
山
鎮
守
社
丹
生
都
比
売
神
社
遷
宮
の
法
楽
ー
』
岩
田
書
院
、
二

0
1
―
年
）
所
収
。

(

1

7

)

宮
本
圭
造
「
面
打
「
天
下
一
越
前
」
と
は
何
者
か
」
『
鋏
仙
』
七
二
九
号
、
二

0
ニ
ニ

年。

(

1

8

)

泉
澄
一
『
釜
山
窯
の
史
的
研
究
』
（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
研
究
叢
刊
五
）
、
関

西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
、
一
九
八
六
年
。

(

1

9

)

宮
本
氏
は
「
天
下
一
越
前
」
の
受
領
号
が
春
日
大
社
面
製
作
の
功
に
よ
る
も
の
で
あ

る
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

(

2

0

)

拙
稿
「
四
天
王
寺
伝
来
の
舞
楽
面
・
行
道
面
」
（
『
四
天
王
寺
舞
楽
書
用
具
ー
舞
楽
面

編
ー
』
宗
教
法
人
四
天
王
寺
・
大
阪
府
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
・
大
阪
府
伝
統

文
化
保
護
団
体
連
絡
会
制
作
、
二

0
一
四
年
）
所
収
。

(

2

1

)

真
敬
法
親
王
の
兄
に
あ
た
る
後
光
明
天
皇
は
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
に
崩
御
し
て

い
る
。

【
図
版
出
典
】

図
1
二
『
国
宝
の
殿
堂
藤
田
美
術
館
展
』
図
録
（
奈
良
国
立
博
物
館
韻
、
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-
0
一
六
年

二
0
二
ニ
年
＼

一
（
い
ち
も
と
・
た
か
ゆ
き
）

1
0
0
九
年
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
課
程
修
了

四
天
王
寺
勧
学
部
文
化
財
係
学
芸
員

大
和
文
華
館
学
芸
員

・
学
芸
員

0
0
九
年

渡
盪
亜
祐
香
氏
よ
り
多
大
な
ご
高

な
お
本
研
究
は
J
S
P
S
科
研
費
JP
2
3
K
0
0
1
8
5

の
助
成
を
受
け
た
研
究
成

の
一
部
で
す
。

助
力
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
て
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

配
を
賜
っ
た
。
ま
た
調
査
に
際
し
て
は

い
て
、

の
執
筆
に
あ
た
り
、
作
品
調
査
な
ら
び

7
1
9
.
1
4
こ
筆
者
撮
影
。

よ
り
複
写
。

図
2
|
l
.
3
_
l
.
4
|
l
.
5
_
1
二
呑
日
大
社
提
供

図
6
.
1
0
.
1
3
;
C
o
l
B
a
s
e

(
h
ttps
:
/
/
c
o
l
b
a
s
e
.
ni
c
h
.
g
o
.
j
p
/
)
よ
り
転
写
。

図

1
1
.
1
2
.
1
5
.
1
6
i

-叉

-
2
|
2
.
2
_
3
.
3
|
2
.
3
|
3
.
4
_
2
.
4
1
3
.
5
|
2
.
5
|
3
.

の
河
合
由
里
絵
氏
の

画
像
提
供
に
お
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図2-1 舞楽面陵王春日大社蔵 図1 舞楽面陵王藤田美術館蔵

図2-3 同面裏烙印 図2-2 同側面
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図3-2 同側面 図3-1 舞楽面採桑老春日大社蔵
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図4-3 同面裏烙印 図4-2 同側面

図5-2 同側面 図5-1 舞楽面還城楽春日大社蔵
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図6 舞楽面陵王東京国立博物館蔵 図5-3 同面裏烙印

図8 春日大社陵王面龍の口内 図7 春日大社陵王面部分
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図10 舞楽面採桑老東京国立博物館蔵 図9 春日大社採桑老面下顎

図 12 四天王寺採桑老面部分 図 11 舞楽面採桑老四天王寺蔵
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図14 春日大社ニノ舞咲面 図13 舞楽面ニノ舞咲面東京国立博物館蔵

うち）
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